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市の助成を受けて
車イスの方等の送迎を実施

ＮＰＯ法人ハンディキャブこまえ

有償有償
運転に自信のある70歳までの方、ご一緒に地域貢献しませんか？

野川地域センターが休館前の
７日にともしび音楽隊コンサート
8月から来年１月末まで大規模改修

を行うため、休館する野川地域セン
ターで7日 後1時30分（開場１
時）から3時30分まで「ともしび音
楽隊　七夕コンサート」が開かれる。
ともしび音楽隊（伊藤輝芳代表）
は、19年前から高齢者施設などを訪
問、施設利用者に昭和歌謡を中心と
した歌と演奏を聴かせる活動を続け
ている。プロの演奏家も含めメンバ
ー19人で編成、レパートリーは300

曲以上も
あるとい
う。慰問
活動に加
えて、狛江市民まつりや市内の音楽
イベントに積極的に参加、同センター
でも毎年12月にクリスマスコンサート
を開いている。昭和歌謡を歌うだけ
でなく、司会者がその曲が流行した
頃の時代背景を紹介するスタイルで、
「思い出がよみがえる」と好評だ。
同会は月２回、同センターで練習し
ていることから、同センターが改修前
のイベントとしてコンサートの開催を

依頼したもの。センターでは「ことし
は恒例のクリスマスコンサートを開け
ないので、改修前に演奏を楽しんで」
と参加を呼びかけている。
当日は「君恋し」「思い出酒」「瀬戸
の花嫁」のほか、七夕にちなんだ歌
など22曲を演奏する。定員は先着
100人。入場は無料。
問い合わせ☎3480-2211野川地
域センター。

ともしび音楽隊 音音音楽楽楽ののの架架架けけけ橋橋橋

21 に開かれる狛江古代カップ第29回
多摩川いかだレースのステージ前で午前10
時～午後2時30分（なくなり次第終了）に「こ
まえ産枝豆ビアガーデン」が開かれる。
狛江の特産品の枝豆を冷たいビールととも
に味わってもらおうと狛江古代カップ第29回
多摩川いかだレース実行委員会が狛江ＧＡＰ
研究会などの協力で実施するもので、毎年人
気を集めている。当日は市内の農家で収穫さ
れたゆでた枝豆に加え、狛江ブランド農産物
も直売する。
問い合わせ☎3430-1111狛江市地域活
性課。
また、えだまめ祭り（狛江市都市農政推進
協議会主催）が1日 日 9時から
狛江市役所市民ひろばで催される。

いかだレースで枝豆ビアガーデン小川芳文さん
(72)・邦 彦さ
ん（34） 親 子

が力を入れているのは狛江市特産品
の枝豆で、約10種を栽培、５月末
から８月下旬にかけ自宅前の直売所
で販売する。生産量は多い時に年間
約２トンに達する。栽培する野菜は年
間約25種類で、夏季はトマト、ナス、
キュウリなど、秋から冬はニンジンな
どのほか の畑で育てたジャ
ガイモ、サツマイモも直売。12月か
ら１月は焼き芋の販売（要電話予約）
も行う。また、市内外のスーパー５店、
レストランにも出荷している。
「狛江GAP研究会」のメンバーで、油かすなど有機質の堆肥を使うなど、
安心・安全な農業を心掛けている。小川さんは「枝豆は品種ごとに風味が違
うので、そのバラエティーを楽しんで」と話している。

農産物直売所農産物直売所農産物直売所農産物直売所

所在地＝猪方3-3-5☎3489-1317
販売＝5月末～8月、11月～１月
時間＝午前7時（１１月～１月は８時）
～売り切れまで　無休
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小川芳文さん・邦彦さん

狛江市役所近くにある狛江サイゴン
は、自家栽培した野菜を使ったベトナム
などのアジア料理が楽しめる。
メニューは一品料理やフォー、カレー
などバラエティーに富んでいる。トウモ
ロコシの粉で焼いたベトナム風お好み
焼きバンセオ（920円・以下税込、写
真下中央）、えびせん付きのパクチーサ
ラダ（780円、写真下左）、空心菜と
ニンニク炒め（1,080円、写真下右）、

パクチー焼き餃子（600円、写真上
中央）などが人気。夏はベトナムの米
粉の麺である冷たい鶏肉フォー（950
円、写真上右）、6種のオリジナルカレー
（810円～950円）、専用の釜で焼い
た7種のナン（380円～550円）もフ
ァンが多い。
テーブルとカウンター合わせて約40
席ある店内は、ベトナム製の家具や装
飾を使って現地の屋台の雰囲気を再現

しており、女
性客に好評

だという。
平成15年に狛江サイゴ
ンをオープン、現在は市
内に姉妹店４店がある。
ベトナムやネパールな
どの料理人が日本人の
味覚にあったアジア料理
を提供している。また、
市内の契約農家が栽培し
た無農薬の野菜を使うほ

か、自社の畑でパクチーや空心菜を育
てている。
スタッフは

「本場の味
をたくさんの
狛江の人に
楽しんでほし
い」と話して
いる。
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外国人シェフが作る多彩な本場の味
亜細亜食堂

狛江サイゴン

☎3430-5186　和泉本町1-3-1狛江
東海マンション1F　営業＝午前11時30
分～午後3時/午後５時～12時、月曜休
み（月曜が祭日の場合は火曜）

アジア料理

トアンさん（左）とラジェさん

8月7日 催される令和元
年 狛江・多摩川
花火大会の準備が
進んでいる。主催
者の狛江市観光協
会の白井昇会長に
話を聴いた。

「昨年の花火大会
は台風の影響で２
日前に中止を決めました。苦
渋の決断でしたが、楽しみに
していた多くの人たちには申
し訳なかったと思っています。
実行委員会が８月末に開いた
反省会で出席者から『来年は
ぜひ実現したい』という声が
多くあがり、開催への流れが
できました。実行委員が集ま
って検討し、開催を市に申し
入れ、11月に開催が決まりま
した」
「初めは、多くの人に再度の協
力を求めるのは心苦しく、心配
でもありましたが、4月の桜ま

つりで花火の募金箱を
おいたところ、
市民の関心が
非常に高く、１
日で10万 円
以上のお金が
集まり、驚く
とともに自信
になりました。
協賛金も順調に集ま

っており、タオルの売れ行きも
良いようです」
「花火はもちろん、ステージも
充実した内容となり、浴衣で
来場した人に記念品をプレゼ
ントするなど、狛江ならでは
の夏らしいイベントになると思
います。今回も、市内の多く
の団体や企業が参加した実行
委員会では、たくさんの人が
ボランティアとして活動し、入
念な準備を進めています。そ
うした人たちのためにも、こと
しこそ成功させたいと願って
います」

8月7日 開催される令和元年 狛江・多
摩川花火大会の有料席の販売が行われてい
る。
打ち上げ場所の近くのイスでゆったりと花火を
鑑賞でき、場所取りをする必要がないため、多
くの人から好評だ。
料金は狛江側第一会場①土手下テーブル席

（テーブル+イス4脚）16,000円②土手下ペア
席（イス2脚）8,000円③土手上イス席（イス1脚）
4,000円、川崎側第一会場①ペア席（パイプイ
ス2脚）7,000円②イス席（イス1脚）3,500円。

コンビニ（セブン・イレブン、ローソン、ミ
ニストップ）やインターネットで購入できる。
問い合わせ☎3430-1111狛江・多摩川花
火大会実行委員会事務局（地域活性課）。

狛江市観光協会
白井昇会長

ゆったりと花火鑑賞－有料席を販売令和元年 狛江・多摩川花火大会
＊白井昇・狛江市観光協会会長に聴く＊

「高まる市民の期待に応えたい」


